
( i )

　
　
　
　

研
　
究
　
所
　
彙
　
報

一　

二
〇
二
〇
年
度
研
究
所
・
所
員
リ
ス
ト

教　

授　

市
野
澤　

潤　

平
（
文
化
人
類
学
）

教　

授　

今　

林　

直　

樹
（
国
際
関
係
論
）

教　

授　

木　

村　

春　

美
（
第
二
言
語
習
得
・
英
語
教
育
）

教　

授　

九　

里　

順　

子
（
日
本
近
代
文
学
）

准
教
授　

栗　

原　
　
　

健
（
宗
教
学
・
近
世
ド
イ
ツ
史
）

教　

授　

清　

水　

禎　

文
（
教
育
学
）

教　

授　

新　

免　
　
　

貢
（
宗
教
学
）

准
教
授　

杉　

井　
　
　

信
（
社
会
人
類
学
）

准
教
授　

高　

橋　

陽　

一
（
日
本
近
世
史
・
旅
行
史
・
歴
史
資
料
保
全
学
）

教　

授　

田　

中　

一　

裕
（
生
態
学
）

教　

授　

天　

童　

睦　

子
（
女
性
学
）

教　

授　

豊　

澤　

弘　

伸
（
国
語
教
育
）

准
教
授　

永　

田　

貴　

聖
（
文
化
人
類
学
・
移
民
研
究
）



( ii )

准
教
授　

間　

瀬　

幸　

江
（
フ
ラ
ン
ス
文
学
・
演
劇
）

教　

授　

松　

浦　

光　

和
（
心
理
学
）

教　

授　

宮　

原　

育　

子
（
地
理
学
・
地
域
資
源
論
・
観
光
ま
ち
づ
く
り
）

教　

授　

八　

木　

祐　

子
（
文
化
人
類
学
）

教　

授　

吉　

村　

典　

子
（
西
洋
美
術
・
デ
ザ
イ
ン
史
）

客　

員

研
究
員　

阿　

部　
　
　

隆
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
人
文
地
理
学
）

客
　
員

研
究
員
　
犬
　
飼
　
公
　
之
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
古
代
文
学
）

客
　
員

研
究
員　

井　

上　

研
一
郎
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
近
世
美
術
史
）

客
　
員

研
究
員　

岩　

川　
　
　

亮
（
元
宮
城
学
院
女
子
大
学
准
教
授
・
フ
ラ
ン
ス
語
学
・
文
学
）

客
　
員

研
究
員　

遠　

藤　

み
ど
り
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
・
日
本
古
代
史
）

客
　
員

研
究
員　

大　

迫　

章　

史
（
東
北
学
院
大
学
准
教
授
・
近
代
日
本
高
等
教
育
史
・
近
代
日
本
教
育
制
度
史
・
教
育
行
政
学
）

客
　
員

研
究
員　

折　

笠　

芽　

衣
（
元
宮
城
学
院
女
子
大
学
四
研
究
所
副
手
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
美
術
）

客
　
員

研
究
員　

片　

瀬　

一　

男
（
東
北
学
院
大
学
教
授
・
教
育
社
会
学
・
計
量
歴
史
社
会
学
）

客
　
員

研
究
員　

菊　

池　

勇　

夫
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
日
本
近
世
史
）

客
　
員

研
究
員　

木　

曽　

恵　

子
（ 

東
北
学
院
大
学
お
よ
び
宮
城
学
院
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
・
文
化
人
類
学
・
タ
イ
地
域
研
究
・
ジ
ェ

ン
ダ
ー
研
究
）

客
　
員

研
究
員　

後　

藤　

純　

子
（
元
大
阪
市
立
大
学
文
学
部
助
教
授
・
イ
ン
ド
学
・
宗
教
学
）



( iii )

客
　
員

研
究
員　

後　

藤　

久
太
郎
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
建
築
史
）

客
　
員

研
究
員　
Ｊ
．
Ｆ
．
モ
リ
ス
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
日
本
文
化
論
）

客
　
員

研
究
員
　
土
　
屋
　
　
　
純
（
元
宮
城
学
院
女
子
大
学
教
授
・
地
理
学
）

客
　
員

研
究
員　

富　

永　

智
津
子
（
元
宮
城
学
院
女
子
大
学
教
授
・
東
ア
フ
リ
カ
・
イ
ン
ド
洋
地
域
近
現
代
史
）

客
　
員

研
究
員　

早　

坂　

優　

子
（
多
賀
城
市
教
育
委
員
会
事
務
局
文
化
財
課
調
査
普
及
係
・
民
俗
学
）　

客
　
員

研
究
員
　
平
　
川
　
　
　
新
（
元
宮
城
学
院
女
子
大
学
学
長
・
日
本
近
世
史
研
究
・
歴
史
資
料
保
存
学
）

客
　
員

研
究
員　

丸　

山　
　
　

仁
（
宮
城
学
院
中
学
校
・
高
等
学
校
教
諭
・
日
本
中
世
史
）

客
　
員

研
究
員
　
森
　
　
　
雅
　
彦
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授
・
西
洋
美
術
史
）

客
　
員

研
究
員　

安　

田　

容　

子
（ 
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
助
教
・
生
き
物
文
化
誌
〈
人
と
動
物
の
関
係
史
〉・
日
本
近
世

美
術
史
〈
地
方
文
人
・
画
人
研
究
〉）

二　

共
同
研
究
に
つ
い
て

　

本
年
度
の
共
同
研
究
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
南
島
に
お
け
る
民
族
と
宗
教
」

「
多
民
族
社
会
に
お
け
る
宗
教
と
文
化
」

　

共
同
研
究
の
成
果
と
し
て
、
次
の
冊
子
が
刊
行
さ
れ
た
。

『
沖
縄
研
究
ノ
ー
ト
』
№
30



( iv )

『
多
民
族
社
会
に
お
け
る
宗
教
と
文
化
』
№
24

三　

二
〇
二
〇
年
度
研
究
活
動
報
告

　

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　

二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
八
日
（
土
）
午
後
一
時
三
〇
分
よ
り
午
後
三
時
三
〇
分

（
＝
宮
城
学
院
女
子
大
学
講
堂
・
対
面
／YouTube　

Live

配
信
）

　
　
　

対
談
「
魅
せ
ま
し
ょ
う
！
女
子
大
学
の
底
力
を
！
―
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
生
き
る
た
め
の
教
養
―
」

講
師　

鶴　

田　

真　

由
（
女　
　
　
　
　
　
　

優
）

講
師　

大　

宮　

エ
リ
ー
（
作　

家　

・　

画　

家
）

共　

催　

人
間
文
化
学
科
／
人
間
文
化
学
会
、
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
／
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
会
、
社
会
連
携
セ
ン
タ
ー

後　

援　

本
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
・
地
域
子
ど
も
学
研
究
セ
ン
タ
ー

　

第
一
回
公
開
研
究
会

　
　

二
〇
二
〇
年
一
二
月
一
四
日（
月
）一
四
時
四
〇
分
よ
り
一
六
時
一
〇
分（
＝
講
義
館
Ｃ
三
〇
八
・
対
面
／
オ
ン
ラ
イ
ンZoom

併
用
）

　
　
　
「
仙
台
に
暮
ら
す
女
性
た
ち
の
現
状
と
課
題
―
女
性
の
貧
困
、
非
正
規
雇
用
を
考
え
る
―
」

話
題
提
供　

宗　

片　

恵
美
子
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
イ
コ
ー
ル
ネ
ッ
ト
仙
台
代
表
理
事
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー　

兼　

子　

佳　

恵
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
石
巻
復
興
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
理
事
）

　

第
二
回
公
開
研
究
会



( v )

　
　

二
〇
二
一
年
三
月
一
五
日
（
月
）
一
〇
時
三
〇
分
よ
り
一
二
時
三
〇
分
（
＝
オ
ン
ラ
イ
ンZoom

）

　
　
　

ク
リ
ス
チ
ャ
ニ
テ
ィ
と
女
性
の
教
育

　
　
　

報
告
Ⅰ　

忘
れ
ら
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
：
宮
城
学
院
定
礎
箱
の
な
か
の
仙
台
女
子
自
助
館

片　

瀬　

一　

男
（
東
北
学
院
大
学
教
養
学
部
教
授
）

大　

迫　

章　

史
（
東
北
学
院
大
学
教
養
学
部
准
教
授
）

　
　
　

報
告
Ⅱ　

女
性
学
の
視
点
か
ら
プ
ー
ル
ボ
ー
の
手
紙
を
読
む

天　

童　

睦　

子
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
一
般
教
育
部
教
授
）

　
　
　

報
告
Ⅲ　

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
女
性
の
教
育

今　

林　

直　

樹
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
人
間
文
化
学
科
教
授
）

　
　
　

ゲ
ス
ト
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

遠　

藤　

恵　

子
（
元
米
沢
短
期
大
学
学
長
・
東
北
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

〈
共
同
研
究
「
多
民
族
社
会
に
お
け
る
宗
教
と
文
化
」
主
催
〉

　

第
一
回
公
開
研
究
会　

　
　

二
〇
二
〇
年
七
月
二
二
日
（
水
）
一
六
時
二
〇
分
〜
一
七
時
五
〇
分

（
＝
本
学
人
文
館
Ａ
五
四
九
会
議
室
・
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
非
公
開
で
開
催
）

　
　
　

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
移
住
者
が
作
る
複
数
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
関
係

講
師　

永　

田　

貴　

聖
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
准
教
授
）



( vi )

第
二
回
公
開
研
究
会

　

二
〇
二
〇
年
一
一
月
一
九
日
（
木
）
一
三
時
よ
り
一
六
時
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
人
文
館
四
階
Ａ
四
〇
五
）

　
　
　

報
告
Ⅰ　

北
イ
ン
ド
、
ボ
ー
ジ
プ
リ
ー
語
圏
の
民
謡
と
そ
の
変
化

報
告　

八　

木　

祐　

子
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
人
間
文
化
学
科
教
授
）

　
　
　

報
告
Ⅱ　

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
の
諸
方
言
地
域
に
お
け
る
昔
話
採
録
の
記
録

報
告　

坂　

田　

貞　

二
氏
（
拓
殖
大
学
名
誉
教
授
）

第
三
回
公
開
研
究
会

　

二
〇
二
〇
年
一
二
月
一
八
日
（
金
）
一
六
時
二
〇
分
よ
り
一
八
時
五
〇
分
（
＝
オ
ン
ラ
イ
ンZoom

）

　
　
　

冒
頭
説
明
・
報
告
Ⅰ　

在
日
コ
リ
ア
ン
と
在
日
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が
交
差
す
る
場
―
京
都
市
東
九
条
か
ら

報
告　

永　

田　

貴　

聖
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
現
代
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
准
教
授
）

　
　
　

報
告
Ⅱ　

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
子
ど
も
た
ち
の
多
様
性
と
社
会
的
課
題

報
告　

原　
　
　

め
ぐ
み
（
和
歌
山
工
業
高
等
専
門
学
校
准
教
授
）

　
　
　

報
告
Ⅲ　
『
見
え
な
い
ハ
ー
フ
』
に
よ
る
不
可
視
性
と
の
交
渉

報
告　

佐　

藤　

祐　

菜
（
日
本
学
術
振
興
会　

特
別
研
究
員
・
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
）

第
四
回
公
開
研
究
会

　

二
〇
二
一
年
二
月
一
五
日
（
月
）
一
六
時
二
〇
分
よ
り
一
七
時
五
〇
分
（
＝
オ
ン
ラ
イ
ンZoom

）

　
　

日
本
か
ら
韓
国
へ
の
若
者
の
移
動
の
考
察

―
『
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
移
住
』
と
い
う
視
角
か
ら



( vii )

報
告　

今　

里　
　
　

基
（
立
命
館
大
学
大
学
院
先
端
総
合
学
術
研
究
科
博
士
課
程
）

コ
メ
ン
ト　

川　

口　

幸　

大
（
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
准
教
授
）

第
五
回
公
開
研
究
会

　

二
〇
二
一
年
二
月
二
七
日
（
土
）
一
六
時
二
〇
分
よ
り
一
七
時
四
〇
分
（
＝
オ
ン
ラ
イ
ンZoom

）

　
　

ラ
ス
タ
フ
ァ
ー
ラ
イ
の
「
日
本
的
」
受
容
に
つ
い
て
―
歴
史
・
信
念
・
実
践
を
中
心
に

神　

本　

秀　

爾
（
久
留
米
大
学
文
学
部
准
教
授
）

第
六
回
公
開
研
究
会

　

二
〇
二
一
年
二
月
二
十
日
（
土
）
一
三
時
三
十
分
よ
り
一
五
時
三
〇
分
（
＝
オ
ン
ラ
イ
ンZoom

）

　
　

発
表
者　
「
イ
ン
ド
の
月
経
に
関
す
る
文
化
人
類
学
的
研
究
」

八
重
柏　

明　

葉
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
人
間
文
化
学
専
攻
）

　
　

発
表
者　
「
ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
ナ
ッ
ト
ウ
の
嗜
好
化
―gastro-politics

の
視
点
か
ら
―
」

工　

藤　

さ
く
ら
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（PD

）、
国
立
民
族
学
博
物
館
外
来
研
究
員
）

　
　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

菅　

野　

美
佐
子
（
青
山
学
院
大
学
地
球
社
会
共
生
学
部
助
教
）

木　

曽　

恵　

子
（
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
（RPD

）、
宮
城
学
院
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
）

　
　

司
会

八　

木　

祐　

子
（
宮
城
学
院
女
子
大
学
人
間
文
化
学
科
教
授
）



( viii )

四　

所
員
消
息
（
二
〇
二
〇
年
四
月
―
二
〇
二
一
年
三
月
）

　

今　

林　

直　

樹　

教
授

著
書
『
地
域
の
構
築
・
記
憶
・
風
景
―
沖
縄
・
ブ
ル
タ
ー
ニ
ュ
・
バ
ス
ク
―
』
晃
洋
書
房　

二
〇
二
〇
年
三
月

　

木　

村　

春　

美　

教
授

論
文　

“Tapping into the Social Brain to Tackle Classroom
  Incivility:  E

m
otional  and Social Intelligence,” 

Think Tank 
＋: Bulletin of the JALT M

ind, Brain, and Education SIG
, 6:9 18

-25, 2020. 

論
文　

“M
ulti-W

ord Expressions M
ade Easy or D

ifficult: W
hat L2 and L2 Processing Tells us,” Think Tank 

＋: 

Bulletin of the JALT M
ind, Brain, and Education SIG

, 6:10 19

-26, 2020.

論
文　

“L2 Pronunciation Instruction Can Elevate anxiety U
nless W

e R
aise Aw

areness, Ease Stress, and 

G
ive H

ope,” Think Tank 
＋: Bulletin of the JALT M

ind, B
rain, and Education SIG

, 6:12 22

-28, 2020.

そ
の
他
「
宮
城
学
院
の
植
物
た
ち
」　
『
宮
城
学
院
資
料
室
年
報
』 

第
二
五
号
（
二
〇
二
十
年
三
月
）

学
会
発
表　

“M
ulti-W

ord Expressions: W
hat They Are, W

hy They Are Im
portant, and H

ow
 to Teach Them

,” 

JALT Sendai M
onthly M

eeting, O
nline

（
二
〇
二
十
年
十
月
十
七
日
）

学
会
発
表 “Predictive Processing and Its Role in ELT,”JALT International C

onference 2020, O
nline

（
二
〇
二
十

年
十
一
月
十
七
日
）

　

九　

里　

順　

子　

教
授

著
書
『
詩
人
・
木
下
夕
爾
』（
翰
林
書
房　

二
〇
二
〇
年
七
月
）



( ix )

論
文
「
室
生
犀
星
、
老
年
の
生
の
言
葉

―
入
院
記
「
黄
と
灰
色
の
問
答
」「
蝶
紋
白
」

―
」（『
日
本
文
学
ノ
ー
ト
』
五
五
号　

二
〇
二
〇
年
七
月
）

書
評
「
鴇
田
智
哉
『
エ
レ
メ
ン
ツ
』」（『
鬣
』
七
八
号　

二
〇
二
一
年
二
月
）

俳
句
「
地
上
の
燈
」（『
鬣
』
七
五
号　

二
〇
二
〇
年
五
月
）

俳
句
「
春
」（『
鬣
』
七
六
号　

二
〇
二
〇
年
八
月
）

俳
句
「
新
涼
」（『
鬣
』
七
七
号　

二
〇
二
〇
年
一
一
月
）

俳
句
「
美
文
韻
文
」（『
鬣
』
七
八
号　

二
〇
二
一
年
二
月
）

エ
ッ
セ
イ
「
花
は
生
き
て
い
る
」（『
鬣
』
七
五
号　

二
〇
二
〇
年
五
月
）

エ
ッ
セ
イ
「
何
と
な
く
、
西
行
」（『
鬣
』
七
六
号　

二
〇
二
〇
年
八
月
）

エ
ッ
セ
イ
「
家
々
や
」（『
鬣
』
七
七
号　

二
〇
二
〇
年
一
一
月
）

エ
ッ
セ
イ
「
空
に
は
言
葉
が
あ
る
」（『
鬣
』
七
八
号　

二
〇
二
一
年
二
月
）

エ
ッ
セ
イ
「
た
ん
ど
う
谷
、
ゴ
ト
ゴ
ト
谷
」（『
北
の
歴
史
か
ら
』
三
号　

二
〇
二
〇
年
一
二
月
）

評
論
「
詩
の
外
包
九　

残
像
の
津
村
信
夫
」（『
鬣
』
七
五
号　

二
〇
二
〇
年
五
月
）

評
論
「
詩
の
外
包
十　

木
下
夕
爾
と
広
島
の
〈
窓
〉」（『
鬣
』
七
六
号　

二
〇
二
〇
年
八
月
）

評
論
「
詩
の
外
包
十
一
「
山
姥
と
山
姫
」（『
鬣
』
七
七
号　

二
〇
二
〇
年
一
一
月
）

評
論
「
詩
の
外
包
十
二　
〈
仙
姫
〉
の
行
方
」（『
鬣
』
七
八
号　

二
〇
二
一
年
二
月
）

基
調
講
演
及
び
討
論　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
詩
人
と
俳
句

―
俳
句
と
詩
の
バ
イ
リ
ン
ガ
リ
ズ
ム
」
基
調
講
演
「
ト
レ
イ
ニ
ン
グ
と
扉



( x )

―
克
衛
・
犀
星
・
夕
爾
」（
一
一
月
二
三
日　

愛
知
県
立
大
学
文
字
文
化
財
研
究
所
事
業
二
〇
二
〇　

国
際
Ｈ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｕ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
催
）

　

栗　

原　
　
　

健　

准
教
授

論
文
「『
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
た
い
へ
ん
面
白
い
本
』
―
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
プ
ー
ル
ボ
ー
使
用
の
教
科
書
に
つ
い
て
（
一
八
八
六
年
〜

一
八
九
二
年
）
―
」（『
宮
城
学
院
資
料
室
年
報
』
第
二
五
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
三
一
日
、
五
―
一
四
頁
）

論
文
「『
夜
、海
へ
行
っ
た
時
に
は
、気
を
つ
け
る
ん
だ
よ
。』
―
『
キ
ジ
ム
ナ
ー
は
友
達
』
話
の
背
景
と
そ
の
現
代
的
展
開
―
」（『
沖

縄
研
究
ノ
ー
ト
』
宮
城
学
院
女
子
大
学
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
、
第
二
十
九
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
三
一
日
、
一
二
頁
―

二
四
頁
）

新
刊
紹
介

　
　

Richard Firth G
REEN

, Elf Q
ueens and H

oly Friars: Fairy Beliefs and the M
edieval C

hurch

（『
西
洋
中
世

研
究
』
一
二
号
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
三
一
日
、
一
五
六
―
一
五
七
頁
）

　
　

Tadhg O
 SIO

CH
AIN

, The Case of the Abbot of D
rim

nagh: A
 M

edieval Irish Story of Sex-C
hange. （『

西
洋

中
世
研
究
』
一
二
号
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
三
一
日
、
一
六
五
―
一
六
六
頁
）

　
　

K
atherine RO

YER, The English Execution N
arrative, 1200

-1700

（『
西
洋
中
世
研
究
』
一
二
号
、
二
〇
二
〇
年

一
二
月
三
一
日
、
一
六
七
―
一
六
八
頁
）

　

新　

免　
　
　

貢　

教
授

論
文
「
共
通
善
の
追
求
の
試
み
―
「
バ
ベ
ル
の
塔
」
を
手
が
か
り
と
し
て
―
」『
研
究
論
文
集
一
三
〇
号
』（
本
学
紀
要
委
編
集
委
員



( xi )

会
、
二
〇
二
〇
年
六
月
二
〇
日
、
一
―
三
二
頁
）

論
文
「
悪
魔
敗
走
に
関
す
る
文
献
学
的
考
察
」『
研
究
論
文
集
一
三
一
号
』（
本
学
紀
要
委
編
集
委
員
会
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
二
〇

日
、
一
―
二
九
頁
）

論
文
「
第
一
コ
リ
ン
ト
二
・
九
、
及
び
、
及
び
、
関
連
テ
ク
ス
ト
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」『
研
究
年
報
第
五
四
号
』（
本
学
キ
リ
ス
ト
教

文
化
研
究
所
、
二
〇
二
一
年
三
月
三
一
日
、
一
―
四
〇
頁
）　　

コ
ラ
ム
「
求
め
ら
れ
る
倫
理
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
」（
日
本
基
督
教
団
西
宮
公
同
教
会　

月
報
『
公
同
通
信
』
二
八
三
号
、

二
〇
二
〇
年
三
月
二
二
日
）　

コ
ラ
ム
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
考
」（
同
、
二
八
八
号
、
二
〇
二
〇
年
八
月
三
〇
日
）

コ
ラ
ム
「
義
民
弁
護
士
、
坂
東
克
彦
さ
ん
に
捧
ぐ
」（
同
、
二
九
〇
号
、
二
〇
二
〇
年
十
月
二
五
日
）

コ
ラ
ム
「
私
は
動
か
な
い
」（
同
、
二
九
二
号
、
二
〇
二
〇
年
十
二
月
二
四
日
）　

コ
ラ
ム
「
言
葉
の
矢
を
放
つ
」（
同
、
二
九
四
号
二
〇
二
一
年
二
月
二
六
日
）

講
演
（
リ
モ
ー
ト
方
式
）「
共
通
善
を
求
め
て
」（
日
本
基
督
教
団
四
国
教
区
東
予
分
区
教
師
研
修
会
、二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
三
日
）

講
座　

関
西
神
学
塾
／
政
治
・
宗
教
思
想
研
究
会
（
日
本
基
督
教
団
西
宮
公
同
教
会
資
料
室
）「
ヤ
コ
ブ
四
・
七
を
め
ぐ
っ
て
」

（
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
七
日
）

調
査
活
動
「
学
校
の
体
罰
と
い
じ
め
」
体
験
者
聞
き
取
り
と
実
態
調
査
（
自
死
遺
族
会
・
東
北
い
じ
め
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
共
催
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
仙
台
勾
当
台
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
二
七
日
）

調
査
活
動
「
自
死
遺
族
聞
き
取
り
と
実
態
調
査
」（
自
死
遺
族
の
集
い
「
藍
の
会
」、
宮
城
県
管
工
事
会
館
九
階
会
議
室
、
二
〇
二
一
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年
二
月
二
六
日
）

　

高　

橋　

陽　

一　

准
教
授

論
文
「Social O

utreach in H
istorical Conservation  W

ork: G
iving Feedback about W

hat W
e Learn

」（J. F. 

M
O

RRIS

『H
istory, H

eritage, and Resilience

』
宮
城
学
院
女
子
大
学
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
、
二
〇
二
〇
年
四
月
）

エ
ッ
セ
イ
「（
連
載
）
日
本
の
歴
史
と
旅
」（『N

ETT

』
一
〇
九
・
一
一
〇
、
ほ
く
と
う
総
研
、
二
〇
二
〇
年
七
月
・
一
〇
月
）

講
演
「
作
並
温
泉
の
開
湯
と
岩
松
家
」（
関
山
街
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
講
演
会
、
鷹
泉
閣
岩
松
旅
館
、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
四
日
）

そ
の
他
「（
日
本
近
世
史
の
研
究
史
整
理
）
交
通
・
経
済
」（『
史
学
雑
誌
』
一
二
九
-
五
、二
〇
一
九
年
の
歴
史
学
界
―
回
顧
と
展
望

―
、
二
〇
二
〇
年
五
月
）

　

田　

中　

一　

裕　

教
授

論
文
「
温
度
周
期
下
に
お
け
る
カ
イ
コ
蛾
の
羽
化
リ
ズ
ム
」（
生
活
環
境
科
学
研
究
所
研
究
報
告
、
宮
城
学
院
女
子
大
学
、

二
〇
二
〇
年
三
月
）

論
文
「Circadian rhythm

 in locom
otor activity of the com

m
on house centipede, Thereuonem

a tuberculata

（Scutigerom
orha: Scutigeridae

）」（Acta Arachnologica,　

二
〇
二
〇
年
六
月
）

講
演
「
家
の
周
り
を
観
察
し
よ
う
」
い
き
い
き
学
園
石
巻
校
（
宮
城
県
福
祉
協
会
）、東
松
島
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
二
〇
二
〇

年
一
一
月
一
八
日
）

　

天　

童　

睦　

子　

教
授

著
書
『
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
と
教
育
の
未
来
―
知
識
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
問
い
直
す
』（
東
信
堂
、
二
〇
二
〇
年
六
月
）
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著
書
「
災
害
女
性
学
を
つ
く
る
」
浅
野
富
美
枝
・
天
童
睦
子
編
『
災
害
女
性
学
を
つ
く
る
』（
序
章
）
七
―
二
六
頁
、（
生
活
思
想
社
、

二
〇
二
一
年
一
月
）

著
書
「
ま
え
が
き
」「
未
来
へ
の
提
言
―
災
害
女
性
学
か
ら
見
る
課
題
と
展
望
」（
浅
野
富
美
枝
と
の
共
著
）
一
―
五
頁
、
一
五
三
―

一
七
二
頁
、
浅
野
富
美
枝
・
天
童
睦
子
編
『
災
害
女
性
学
を
つ
く
る
』（
生
活
思
想
社
、
二
〇
二
一
年
一
月
）

論
文
「
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
広
域
避
難
者
を
核
と
し
た
女
性
た
ち
の
交
流
会
活
動 

―
９
年
間
の
変
遷
―
」（
浅
野
富
美
枝
と
の
共

著
）
第
四
回
震
災
問
題
研
究
交
流
会
『
研
究
報
告
書
』
四
〇
―
四
五
頁
、
震
災
問
題
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

日
本
社
会
学
会
震

災
問
題
情
報
連
絡
会
、（
二
〇
二
一
年
一
月
）（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
開
）

書
評
『
子
育
て
を
め
ぐ
る
公
私
再
編
の
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
―
幼
稚
園
に
お
け
る
預
か
り
保
育
に
着
目
し
て
』
清
水
美
紀
著
（『
家
族
社

会
学
研
究
』
第
三
二
巻
第
一
号
、
一
一
一
―
一
一
二
頁
、
二
〇
二
〇
年
五
月
）

会
員
文
献
紹
介

　
　
『
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
と
教
育
の
未
来
―
知
識
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
で
問
い
直
す
』（
自
著
紹
介
、『
国
際
ジ
ェ
ン
ダ
ー
学
会
誌
』

第
一
八
号
、
一
二
六
頁
、
二
〇
二
〇
年
一
二
月
）

そ
の
他　

報
告
書
（
翻
訳
）

　
　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
市
民
に
な
る
こ
と
―
子
ど
も
中
心
の
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
就
学
前
教
育
」
イ
ン
グ
リ
ッ
ド　

プ
ラ
ム
リ

ン
グ
・
サ
ミ
ュ
エ
ル
ソ
ン
／
天
童
睦
子
訳
（
二
〇
二
〇
日
本
―
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
「
地
域
子
ど
も
学

と
持
続
可
能
性
の
視
点
」
基
調
講
演
）
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そ
の
他　

報
告
書

　
　
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
女
子
教
育
に
み
る
知
識
伝
達
の
社
会
史
―
女
性
学
的
随
想
に
よ
る
一
考
察
」
片
瀬
一
男
編
『
東
北
地
方
の
女

子
ミ
ッ
シ
ョ
ン
教
育
の
社
会
史
』（
科
研
費
報
告
書
、
二
〇
二
一
年
三
月
）

学
会
報
告
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
系
女
子
教
育
に
み
る
知
識
伝
達
の
社
会
史
」（
日
本
教
育
社
会
学
会
第
七
二
回
年
次
研
究
大
会
、
オ
ン
ラ

イ
ン
、
二
〇
二
〇
年
九
月
）

日
本
学
術
会
議
・
社
会
学
委
員
会
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
分
科
会
主
催

　
　
「
理
数
系
教
育
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
：
学
校
教
育
に
で
き
る
こ
と
」
総
合
司
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
、
二
〇
二
〇
年
九
月
）

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
企
画
・
運
営

　
　

Japan- Sw
eden International Sym

posium
, child-centered com

m
unity studies w

ith sustainability 

perspectives, 

宮
城
学
院
女
子
大
学, O

ctober 8, 2020

　

八　

木　

祐　

子　

教
授 

研
究
ノ
ー
ト
「
ボ
ー
ジ
プ
リ
ー
文
化
圏
の
婚
姻
儀
礼
と
民
族
歌
謡
（
そ
の
２
）」

　
　
『
多
民
族
社
会
に
お
け
る
宗
教
と
文
化
』N

O
.24

宮
城
学
院
女
子
大
学
付
属
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所
（
印
刷
中
、
二
〇
二
一

年
三
月
発
行
予
定
）

学
会
発
表
「
空
飛
ぶ
ド
ロ
ー
ン
、
打
ち
あ
が
る
花
火
、
―
ボ
ー
ジ
プ
リ
ー
語
文
化
圏
に
お
け
る
婚
姻
儀
礼
の
変
化
」（
第
三
二
回
南

ア
ジ
ア
学
会
全
国
大
会
、
京
都
大
学
【
オ
ン
ラ
イ
ン
】）、
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
四
日
）

研
究
発
表「
北
イ
ン
ド
、ボ
ー
ジ
プ
リ
ー
語
文
化
圏
の
民
謡
と
そ
の
変
化
」（
宮
城
学
院
女
子
大
学
附
属
キ
リ
ス
ト
教
文
化
研
究
所「
多
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民
族
社
会
に
お
け
る
宗
教
と
文
化
」
グ
ル
ー
プ
主
催
研
究
会
、
宮
城
学
院
女
子
大
学
、
二
〇
二
〇
年
一
一
月
一
九
日
）

海
外
調
査　

北
イ
ン
ド
、
ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
ア
ザ
ム
ガ
ル
地
区　

二
〇
二
〇
年
二
月
一
一
日
〜
二
〇
二
〇
年
二
月
二
三

日
「
北
イ
ン
ド
、
ボ
ー
ジ
リ
プ
リ
ー
文
化
圏
の
民
謡
に
関
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
分
析
」
に
関
す
る
海
外
調
査
（
文
部
科
学
省
科
学

研
究
費
、
基
盤
研
究
Ｃ
）

　

吉　

村　

典　

子　

教
授

論
文
「
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
《Lux 50: functioning prototype

》」（『
美
学
』
第
七
一
巻
一
号
、
二
〇
二
〇
年
六
月
）

論
文　

“Richard H
am

ilton and LU
X 50th Anniversary Project,”

（LE
SSO

N
S TO

 LE
AR

N
? Past D

esign 

E
xperiences and C

ontem
porary D

esign Practices, Institute for the Research of the A
vant-garde, O

ctober 

2020

）

論
文
「
塩
見
允
枝
子
《
空
間
的
な
詩
》
と
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
」（『
英
文
学
会
誌
』
第
四
九
号
、
宮
城
学
院
女
子
大
学
学
芸

学
部
英
文
学
科
、
二
〇
二
一
年
三
月
）

口
頭
発
表　

“Richard 
H

am
ilton 

and 
LU

X 
50th 

Anniversary 
Project,” 

The 
12th 

Conference 
in 

the　

International Com
m

ittee for D
esign H

istory and D
esign Studies, Zagreb

（O
ct, 2020, on-line

）

口
頭
発
表
「
戦
後
英
国
美
術
に
お
け
る
モ
リ
ス
解
釈
」
意
匠
学
会
デ
ザ
イ
ン
史
分
科
会
＆
第
五
回
モ
リ
ス
研
究
会
（
二
〇
二
〇
年

十
二
月
・
オ
ン
ラ
イ
ン
）


